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１.本書は, 千葉市若葉区多部田町1182－3番地の一部における宗教法人最福寺の墓地造成事業に伴う発掘調査成果についての

埋蔵文化財発掘調査報告書である｡

２.発掘調査から報告書作成に至る業務は, 宗教法人最福寺・オリエントハウス㈱の委託を受け, 千葉市教育委員会の指導の

もと, 財団法人千葉市文化財調査協会が実施した｡

３.発掘調査及び整理・報告書編集作業は長原亘が担当し, 以下の期間実施した｡

発 掘 調 査：平成12年10月２日～同年10月31日 調査対象面積：760㎡

整理・編集作業：同年12月18日～平成13年１月31日 土器に係わる所見に関しては, 菊地健一・古谷渉の協力を得た｡

４.発掘調査時における写真撮影は長原が行い, 遺物の写真撮影は青柳すみ江が行った｡

５.第２図に使用した図面は, 千葉市教育委員会刊行 ｢埋蔵文化財調査 (市内遺跡) 報告書－平成12年度－｣ P７・第７図を一

部改変して使用している｡

６.航空写真撮影は, 株式会社東京航業研究所に委託した｡

７.出土遺物及び調査記録は, 千葉市埋蔵文化財調査センターで収蔵・保管している｡

８.発掘調査の実施から報告書刊行に至るまで, 下記の諸機関・諸氏のご指導・ご協力を頂いた｡ 記して謝意を表したい｡

千葉県教育庁文化課, 千葉市教育委員会, 宗教法人最福寺, オリエントハウス㈱, 松村博文 (敬称略)
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１.本書に掲載した遺構図などの標高は, 千葉市公共座標点３級88－71 (若葉区多部田町1492番地先) から調査区割り基準杭

12Ｇｃ杭 (33.141m) と12Ｇｄ杭 (33.122m) に移設した海抜高からの標高を示す｡ 方位は座標北を表している｡

２.調査区は, 任意に10m方眼を設定しているので, 公共基準点を基軸としている過去の調査区割りとは一致しない｡

３.土層の色調は, 農林水産省監修 『新版標準土色帳』 (1994年度版) を参考にしている｡

４.遺構・遺物の縮尺は以下の通りである｡ 住居跡・塚1/60, 土壙・土壙墓1/40, 方形周溝状遺構・近世溝1/200, 土器大型品

1/4, 土器片・石製品1/3, 土製品1/2, 石鏃2/3である｡

５.本書挿図に使用したスクリーントーンは, 各図版内に明記している｡
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本遺跡の発掘調査は, 宗教法人最福寺による墓地造成事業に伴い実施された｡ 平成12年６月23日付

けでオリエントハウス㈱より千葉市若葉区多部田町1182－3番地の一部の墓地造成区画予定地内の

｢埋蔵文化財の所在の有無及びその取扱いについて｣ の照会が千葉市教育委員会教育長宛に提出され

た｡ 市教育委員会文化課が現地踏査を行った上, 当該地が周知の遺跡であるうならすず遺跡の範囲内

であることを確認し ｢遺跡の所在する旨｣, 平成12年７月６日付け12千教文(埋)第46号で回答した｡

これを受けて宗教法人最福寺から工事委託を受けたオリエントハウス㈱と市教育委員会文化課が協議

を実施, 遺跡の確認調査を行うことで合意の上, 国・県の補助による ｢市内遺跡｣ で対応することと

なった｡ 確認調査は, 平成12年８月21日から同年８月31日の期間, 照会地6,692㎡を対象に実施され,

全域で縄文時代中期～後期, 古墳時代前期・中期, 中世の遺構の広がりを把握した｡ この成果を踏ま

え, 遺跡の取扱いに関しての協議を行った結果, 照会地6,692㎡の内, 大規模な削平が見込まれる760

㎡についてを記録保存によって対処することで合意した｡ この合意を受け, 平成12年10月２日から10

月31日の期間, 千葉市文化財調査協会に委託して本調査を実施した｡ (文化課)
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千葉市の地形は, その大部分を下総台地で占められており, 多くの遺跡が台地上に展開している｡

市域には大規模な河川は無いものの, 鹿島川・村田川・花見川・都川とそれらの支流が無数に存在す

る｡ うならすず遺跡は, 若葉区南部を東流する都川中流域の南岸に開析する多部田支谷とそこから分

岐する小支谷の東側, 標高約30～35ｍを測る台地上に立地する｡ 遺跡は現在のいずみ霊園墓地と平和

公園の北西部を含める範囲に相当し, 周辺には比較的多くの遺跡が存在する｡ 南側に縄文時代の大規

模な馬蹄形貝塚として知られている多部田貝塚(2)をはじめ, 貝殻塚遺跡(4), 製鉄遺構が検出された

ムグリ遺跡(3)が展開し, 東隣には市内でも数少ない弥生時代の集落を確認した木戸作遺跡(5), 前方

後円墳を含む古墳群である内野古墳群など(6)を合わせ平和公園遺跡群と総称している｡ (第31図)

確認調査時に検出された塚群と今回の調査で検出された塚は, 平和公園造成に先行する予備調査で

多部田塚群として認知された塚群の一部と考えられる｡ 都川を挟む北岸に高根塚群(28)と光連寺台遺

跡(26), 佐和町域に台古墳群(30)などの塚群を有する遺跡があり, 遺跡の同一台地上先端部には中世

戦国期の城郭とされる多部田城跡(19)などもあり, 中・近世の遺跡が比較的密集する地域でもある｡

� 
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遺跡は, 平成２・３・５・６・７年度に当財団により調査が実施されており, 縄文時代の住居跡60

軒・土壙296基, 古墳時代の住居跡７軒, 平安時代の住居跡14軒・掘建柱建物跡６棟・土壙12基, 古

墳～平安時代の方形周溝状遺構２基, 時期不詳の溝状遺構17条・土壙１基, 近世の土壙や溝が検出さ

れ, 縄文時代中・後期, 古墳時代, 平安時代の集落跡であることが明らかとなっている｡

今回の調査では, 縄文時代の住居跡14軒以上・土壙36基, 古墳時代の住居跡５軒・土壙２基, 古墳

～平安時代の方形周溝状遺構２基, 中世の土壙墓５基・土壙５基, 近世の溝２条などと, 縄文時代ま

たは中世に属すると考えられるPitが多数検出された｡ 調査面積は760㎡と小規模であるが, 非常に多

くの遺構が密集して検出された調査であった｡ なお, 平成12年８月21日から同年８月31日の期間, 先

行して確認調査が実施されている(第２図)｡
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遺物の出土量は多く, 全体の８割が縄文土器で占められ, 中期末の加曽利EⅣ式, 後期初頭の称名

寺Ⅰ式・Ⅱ式, 後期前葉の堀之内１式が多く見られる｡ 中期の阿玉台式や後期加曽利Ｂ式, 安行式な

ども見られるが, 数点しか出土していない｡ 調査区域の北東隅部分では中期末～後期初頭にかけての

土器が特に集中して出土した｡ これは住居跡が５軒以上と土壙が数基重複しているためで, 遺物の帰

属を判断することを極めて難しくしていた｡ 北側の未調査区域でも確認調査時に多くの住居跡が確認

され, 加曽利ＥⅣ式, 称名寺式, 堀之内１式などの中・後期の土器が多く出土している｡ 重複する住

居跡群が北側にさらに展開していると予想される｡ 平成３年度調査でも同時期の重複した住居跡群が

確認されており, 複雑に錯綜する遺構群が霊園墓地を含め, 遺跡範囲全体に広がっていると考えられ

る｡ 土器以外にも石鏃・石棒の破砕片・石皿・磨石などの石器類が少量出土している｡ 縄文時代以外

の遺物は古墳時代前期のものが多く, 住居跡に伴って出土するものがそのほとんどである｡ 確認調査

時に, 古墳時代前・中期の住居跡が確認されており, 北側・西側にも居住域が広がっていると予測さ

れる｡ 中世の土壙墓からは, １・５号土壙墓から焼骨と銅銭, ２号土壙墓から頭蓋骨を含む上半身の

一部の骨 (若年層) と銅銭, ３号土壙墓からは銅銭, ４号土壙墓からは人骨片が出土した｡

― 3―
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縄文時代の遺構は, 住居跡14軒以上, 土壙36基, Pit多数である｡ Pitの多くは何かしらの施設に伴

うものと思われるが, 中世以降のPitとの明確な区分は不可能に近い｡ これらは住居跡と関係がある

可能性が高いが, 不規則・不確実なPitを遺構の柱穴と判断することは避けた｡ また, 先学の住居跡

平面形態のに関する成果に影響を受け, 壁柱穴などの判定を行った傾向も否めない｡ 住居跡を14軒以

上とした理由であるが, 上述のPitの扱い次第では軒数が増加する可能性があるということである｡

北東隅に集中する遺構群が未調査地域に広がることが明白な上, 炉または確実な柱穴列を把握できな

かったものが多く, 住居跡と認定しなかったPitがあるという意味を含んでいる｡ 確認調査時に確認

された縄文住居跡群は, 北側と西側で調査区北東隅のように重複した遺構群が広く展開するものと予

想される｡ しかし, 集落の一部は, 既存の霊園造成時に破壊されているものと思われ, その実状は予

想の域を決して超えられないものである｡

����� 平面形は台形でハの字状に広がる未発達の入口を有する｡ 南北長約５m, 東西の短辺約

５m, 長辺約6.4mを測る｡ 主柱穴はP1～P4の４つある｡ 入口部分中央にPitがあり, その直上に深鉢

が横位に寝かされた状態で出土した (第22図－1)｡ 炉は検出されなかった｡ 主柱穴・壁柱穴の深さや,

現地表面からの深さ等から考えて, 本来的な住居跡の床面は既に削平されていたと判断される｡ 平面

形態的に, 従来は後期安行式に典型的なものと考えられることが多いが, 入口部分で出土した深鉢が

堀之内式であることは間違いない｡

― 4―
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����� 東西にやや広がる楕円形

の平面形を呈する｡ 南北長4m, 東西長

約4.6m, 深さ0.17mを測る｡ 中央に炉を

配し, 炉周囲に４本の柱穴が不規則に

配置される｡ 壁柱穴は全周すると思わ

れるが, ５号土壙, １・５号住居跡な

どに一部削平されている｡ ５号土壙に

切られる関係にあり, 第24図－30･32の

遺物が称名寺Ⅰ式と考えられ, ５号土

壙出土遺物 (第22図－3) が堀之内１式

の粗製深鉢である事実と形式学的にも

矛盾はない｡ 出土した遺物は, 加曽利

ＥⅣ式 (第24図－29), 称名寺Ⅰ式 (第

24図－30･32) で占められており, 当該

期の住居跡であると考えられる｡ 第24

図－31は雲母を顕著に含むことから中

期阿玉台式の土器片であると考えられる｡

― 5―
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����� 11号住居跡と重複し,

古墳時代の住居跡である２・８号

住居跡によって大きく削平されて

いる｡ 遺構掘削面は確認できず,

８号住居跡の覆土除去中に炉が検

出されたことで遺構の存在が判明

した｡ 覆土の大部分は, 他住居跡・

中世のPit群の攪乱や重機による

表土除去段階で削平されてしまっ

ていたため, 層序関係を押さえる

ことはできていない｡ 平面的に円

形と判断したが, 南側に展開する

Pit群が入口である可能性も考え

られ, 11号住居跡と14号住居跡と

の複雑な位置関係から, それらが

確実にこの住居跡に伴う柱穴かを

判断するすべがなかったので, 同

一住居の柱穴としての扱いはしなかった｡ 径は推定で約5.5mを測り, 中央に炉が敷設される｡ 主柱

穴と考えられる柱穴は未確認である｡

������ 検出状況は９号住居跡と同じである｡ 推定径約5mを測り, 中央に炉が敷設される｡ 主

柱穴と考えられる柱穴は未確認である｡ この住居跡は, 推定径もほぼ同じで, 炉が並んで検出され,

炉の規模, 主柱穴がないことなどの類似点が多い｡ これらに確実に伴うと考えられる遺物が, 不明瞭

なことから明言はできないが, 第24図－35, 第25図－63, 第27図－104～108をはじめ, 未掲載遺物の

多くが堀之内１式期の土器が占めていた｡ 遺物の出土状況からは２住居跡の時期の確定はできないが,,

２住居跡の柱穴覆土差を現地で検討した結果, ９号住居跡の幾つかの柱穴が11号住居跡の柱穴を切る

関係にあったので新しい住居跡が11号住居跡と考えている｡ なお, ２号住居跡内出土の縄文時代遺物

を検討すると (第27図－101～109), 13号住居跡にかかる１区北半を除いた南半と２区の８割以上が

堀之内１式期のもので占められ, これら住居跡のある区割りからも同様の傾向が見られることから,

これらの住居跡が堀之内１式期である可能性が高いと考えている｡

������ 北西部分に未発達の入口と考えられる柱穴の張出を有する｡ 北東部分は１号住居跡に大

きく削平されている｡ １号住居跡覆土掘削時に, 炉の焼土が確認されたことから住居跡であることが

判明した｡ 埋甕１・２をはじめ, 北西部の入口近くにまとまって遺物が出土し, 貝層ブロックも確認

された｡ 主体部の推定径は約8.2m, 入口部分を含めた主軸長約9.4mを測る｡ 表土除去後しばらくは

この住居跡の存在を認識しておらず, 住居跡範囲外でも多くの遺物が出土したせいもあり, 床面まで

精査した段階ではじめて住居跡の範囲を認識した｡ 埋甕・貝ブロック・遺物の集中ヶ所などが検出さ

れたが, 覆土はほぼ除去してしまった｡ また, この場所が調査区全体の廃土の搬出口であったせいも

あり土が踏み締められ, 硬化してしまっていたことも床面の認識をむずかしくさせた｡
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住居跡出土遺物として認識できた遺物は, 他住居跡に比べて多いが, 埋甕１・２ (第23図－7･8)

と第27図－110の土器以外の土器は, 概して細片または形にならない遺物が大半を占めていたことか

ら, 明確なものしか提示していない｡ 埋甕１は, 深鉢形土器である｡ 推定だが器高約42㎝, 口径約30

㎝, 胴部最大径約22.5㎝を測る｡ 出土時点で, 口縁部と胴部は別離しており, 据えられた胴部の下に

裏込めのような状態で口縁部が据えられていた｡ 口縁部は無文で, 横位の沈線区画が施文される｡ 施

文区画内に縄文を充填し, 銛状文とＪ字文を交互に配置する｡ 区画された縦位の充填縄文は下端を解

放し, 胴部下半で締まりなく終息する｡ 沈線は全体に浅く, 縄文も淡い｡ 称名寺Ⅰ式に特徴的な土器

と言える｡ 埋甕２は口縁部は欠損し, 胴部下半しか残存しない｡ Ｊ字文とＯ字文が複合しているよう
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な様相を呈する｡ 区画内は, 縄文ではなく貝殻の端部による押圧文が充填される房総地域で稀に見ら

れる称名寺式の文様である｡ 取上遺物の中には堀之内式に比定されるものも若干含まれているが, ま

とまって出土している遺物は, 基本的に加曽利ＥⅣ式～称名寺Ⅰ式で構成されており, 堀之内式は極

少量であるので撹拌による混入とした方が妥当かと考えられる｡

������ ７号住居跡に西半分を大きく削平され, 27号土壙付近も中世段階の攪乱が激しく壁柱穴

が不明瞭である｡ 炉が中央に敷設される推定径約8.1mの円形住居で, 炉・壁柱穴共に浅く, 炉南東

部で検出された埋甕も２個体分の底部しか残存していなかったことなどから, 検出した時点で, 床面

下まで削平された状態であったと考えられる｡ また, 南半は太い木根痕があったことから, 検出面自

体がかなりの攪乱を受けていた｡ 覆土は全く把握できず, 炉及び壁柱穴のみの検出しかできなかった｡

図化・掲載可能な遺物はないが, 炉の周辺で出土した遺物は全て加曽利ＥⅣ式期遺物に限定される｡

������ ２号住居跡に南側, ８号住居跡に東端を削平されている｡ 南東部分は９・11号住居跡と

重複しているが, この住居跡に伴う壁柱穴は, これらの住居跡に比べ柱穴径が約５㎝程大きく, やや

赤みの強い黒褐色を呈することから区別が可能であった｡ ８本の主柱穴の柱穴距離が約2.5～３m程
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となり, 北東側に間隔の短い辺があるが, ここに入口があったと予想している｡ 炉は中央に敷設され,

検出面から約30㎝程の深さがあり, 推定径約８mの円形住居跡である｡ ２号住居跡と近世の溝部分は

削平が深く, 柱穴の下端をわずかに残す程度しか残存しない｡ また, 壁柱穴も部分的に残るが全周は

しない｡ ９・11号住居跡の炉と絡む主柱穴・壁柱穴は炉に切られており, 13号住居跡の方が９･11号

住居跡よりも旧いことがわかる｡ 25･40号土壙とも切り合っており, 共に13号住居跡の壁柱穴を切る

関係にあった｡ なお, 12Fd, 13Fb･c区と２号住居跡１区覆土中などから出土した土器の７割近くが

加曽利ＥⅣ式で占められており, 炉周辺の遺物に若干の称名寺Ⅰ式の土器が混ざることから, 中期末

から後期初頭に位置づけられる住居跡であると考えている｡ この住居跡は, 調査終了間際に検出され

たことから遺物を住居跡出土のものとして取り上げたものがない｡ 従って, この住居跡が所属する区

割り内出土の遺物を検討することによって大まかな時期の推定を行った｡
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５・15～19号住居跡は, ６号住居跡, ２・３・５～９号土壙や多くのPitと重複しており, 各個の

細かい切り合い関係を全て把握することはできなかったが, ２・３号土壙と16号住居跡, 15・17・18

号住居跡の切り合い関係は確認できたので, 箇条書きに詳細を記しておく｡

３号土壙の覆土に16号住居跡の壁柱穴が確認でき, ２号土壙内では確認できなかった｡ その上, ２

号土壙が３号土壙を切っていることをセクションで確認した｡ よって, 旧い順に３号土壙→16号住居

跡→２号土壙の順になることがわかる｡ ３号土壙出土土器片は, 堀之内１式が混ざる｡

16号住居跡の炉覆土中より出土した被熱土器にも堀之内１式が入る｡ 15・16号住居跡の炉は切り合っ

ており, 16号住居跡が15号住居跡を切る関係にある｡ 15号住居跡炉内からは加曽利ＥⅣ式の細片が少

量出土しており, 炉の切り合い関係と矛盾しない｡

17号住居跡の炉内からは, 加曽利ＥⅣ式の細片が少量出土し, 壁柱穴の幾つかが２号土壙の覆土下

から検出された｡ また, 炉が16号住居跡の柱穴に切られている｡
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18号住居跡の東側連結Pitの上層から第24図－15･16が出土し, ２・３号土壙の覆土下から壁柱穴が

検出されている｡ 18号住居跡の柱穴が, 17号住居跡の柱穴に切られている｡

５号住居跡は, 絡む全ての遺構に切られる関係にあり, 覆土にかなり複雑な様相が見られた｡ また,

８号土壙が住居跡のほぼ中央に位置し, 最も新しい切り込みを形成していたことも, 遺構ごとの覆土

の区別を困難にした｡ 因みに８号土壙は長方形を呈し, 形態的に中世土壙墓との類似が見られること

などから土壙墓と同時期の土壙であると考えられる｡ 15･16･18号住居跡の重複部分は, ５号住居跡本

来の覆土よりも暗褐色系に淡く・薄い印象を受けた｡

これらのことを整理してみる｡ 全ての遺構に切られる５号住居跡→称名寺Ⅰa式の土器が帰属し,

17号住居跡に切られている18号住居跡→称名寺Ⅰ式も含むと思われる加曽利ＥⅣ式が炉から出土し,

18号住居跡を切る17号住居跡と16号住居跡に切られ, 遺物が17号住居跡と時期的に前後する15号住居

跡→５号住居跡を切り, 堀之内１式土器が出土した５号土壙と堀之内１式土器が出土した３号土壙→

３号土壙内に柱穴が確認できたが, ２号土壙内で確認できなかった16号住居跡→３号土壙を切り, 16

号住居跡の柱穴がない２号土壙といった遺構の構築順序が想定される｡ 因みに６・７・９号土壙は周

囲の遺構の調査最終段階で土壙であると確認できたので, 切り合い関係や層序は全く押さえられてい

ない｡

����� 推定径約4.3m, 深さ約0.3m, ほぼ中央に８号土壙があり炉は破壊されていて検出され

なかった｡ ６号住居跡との切り合い関係は, ５号土壙により不明｡

������ 円形の住居で, 推定径約6.3m, 中央に炉を敷設する｡ 加曽利ＥⅣ式土器が出土｡

������ 円形の住居で, 推定径約4.5m, 中央に炉を敷設する｡ 堀之内１式土器が出土｡

�	���� 円形の住居で, 推定径約6.5m, 中央に炉を敷設する｡ 加曽利ＥⅣ式土器が出土｡

�
���� 主体部は円形で, 南側に連結Pitの入口を有する｡ 柄鏡形に近い平面形で, 推定径約５

mを測る｡ 入口の連結Pitは南に開口する｡ 炉は調査区域外になるが, 住居形態から推定して主体部

のほぼ中央に位置すると推定される｡ 他の住居跡に比べ検出された床面は深い｡ 連結Pit付近を中心

に, 床面近くで多くの称名寺Ⅰ式初頭の土器片が混ざっていた (第24図－11～13･15～17, 第25図－61)｡

������ 全体の1/4程度の壁柱穴しか残存しない｡ 北端は, 17号住居跡に切られていたようであ

る｡ 当初は, 住居跡と考えていなかったため切り合い関係などへの注意を払わなかったことから, 完

掘後の漠然とした判断しかできないものの, 柱穴が並ぶので住居跡と判断した｡｡

調査時, あまりにも多くの遺物が出土し, 正確な位置を全ての遺物に付与する事ができなかったこ

とから, 地区一括資料として取り上げた｡ このことが各遺構の時期決定を複雑にした原因であると反

省している｡ 掲載した遺物のほとんどがそうした資料であるので, 調査担当者の先入観などがかなり

影響していることは否めない｡ 当初, 全体を５号住居跡として調査を開始したため, 掲載遺物の備考

には ｢５住｣ とあるものも少なくないが, 本来的に１区上層が16号住居跡に関わるものが多く, 下層

は15・18号住居跡に関わるものが多いと考えられる｡ また, ｢13I－a｣ 区とあるものはこれら遺構群

の範囲内出土のものである｡

������ この住居跡は, ７号住居跡の北西隅に僅かにかすめて残存していた住居跡で, 炉などの

施設や, 確実にこの住居跡に伴う遺物を確認できなかった｡ 推定径約５mの円形住居であろうか｡
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古墳時代の遺構は, 竪穴住居跡が５軒 (１・２・４・７・８号住居跡), 土壙が２基 (４・42号土

壙) 検出された｡ 住居跡はお互いに切り合うことなく, 全て前期に属している｡ １号住居跡の床面直

上から完形品の良好な一括資料が出土した｡ ２号住居跡でも, 破砕された土器の集積がみられ, １号

住居跡出土の破砕片と接合する資料が存在する｡ ４号土壙は大量の貝層を伴うものであった｡ 42号土

壙は太い柱穴状で, 底部になるに従って極端に狭くなる逆三角錐形をしていた｡ 遺物の出土はなかっ

たが, 覆土が７号住居跡のものと極めて良く似ていたため同時併存の遺構と考えた｡

	
��
 南北長5.35m, 東西長5.76m, 深さ0.26m, P1-0.22m, P2-0.27m, P3-0.4m, P4-0.25m, P

5-0.35mを測る｡ 主軸 (炉とP5を結ぶ線) はN－18°－W｡ 炉は北寄りにつくられる｡ 壁溝は全周する

と思われるが, 北西隅部分の貼り床を掘削しすぎている｡ 遺構は､ 18号土壙と６・10号住居跡を切り,

４号土壙墓に切られる関係にある｡ 覆土は, 下層よりも上層の方がややしまりがよく, ソフトローム

ブロックとハードロームブロックが混在するような雰囲気を呈していたが, その層を除去すると暗褐

色系の覆土が確認できた｡ 北西側 (４区) に破損した土器がまとまって出土し (遺物№１～６), 南東

隅 (２区) にほぼ完形の遺物が集中して出土した (遺物№７～16)｡ ２区の遺物は, 甕５点 (７～９・

12・13), 高杯２点 (10・15), 器台 (11・14), 石器１点である｡

甕は, 全て口縁端部の刻みはなく, 胴部をハケメ調整を行う｡ 12は台付甕で台部は欠損している｡

14の異形器台は台部下半と脚部との基部が残存し, 他に接合する破片がなく, 台部の円孔破損部断面

に２次的な摩滅が見られることから本来の機能が失われた後に転用されたものと考えられる｡ それを
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裏付ける根拠が幾つか挙げられる｡ 12の甕の頸部径と寸法が合致し, 胴部に見られる２次焼成斑紋が

器台に見られる斑紋と, 位置・大きさ・焼成具合などが一致する点などである｡ これらのことからこ

の器台が12の甕の蓋として転用されたものと推測される｡ また, 10の高杯と12の甕の胎土・焼成具合

などの類似が見られ, 他の土器よりも黄褐色気味などの特徴もあることから, 産地が同じ搬入品であ

る可能性が考えられる｡ ８の甕は内外面のハケメ調整が目立ち, 器壁も薄く, 胎土に砂粒が目立つな

ど, 他の土器と雰囲気が異なる｡ ７・９・11・13・15の土器は, 暗赤褐色系の胎土を有し, 平底であ

ることなどから, 在地産の土器であると考えられる｡ １～６の土器は, ４区に集中して出土した｡ 甕

が６個体以上あり, その内, ２・４と２号住居跡の６は, ２住居間で破片が接合できた｡ ３・４と２

号住居跡の６の外面はケズリ調整が主な技法であり, ２区出土土器群よりもやや新しい様相を呈して

いる｡ ２・５・６はハケメ調整で, 口縁端部に刻みが施されるなど古い特徴が見られる｡ １はハケメ

調整で, 口縁部の器厚はやや厚みがある｡

１号住居跡内での２ヶ所の異なる遺物の集積は, 層序関係は未確認だが, 完形品の一群が住居跡廃

絶時に伴うものと判断できるのに対し, 破砕片の一群はある程度住居跡が埋まった後に, その凹みに

遺物を廃棄した様子が伺えた｡ また, ２号住居跡出土遺物は, 床面直上に完形品や石製品と混在して

廃棄された床面直上の資料であり, ２つの住居跡の遺物の遺存状況から, ２号住居跡廃絶時には, 既

に１号住居跡は廃絶されており, ２号住居跡関わる遺物の廃棄行為が何らかの要因により２つの住居

跡に分散して破損土器を廃棄したと考えられる｡
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����� 南北長6.2m東西長推定で6.7m, 深さ0.25m, P1-0.66m, P2-0.78m, P3-0.7m, P4は調査

区域外となり, P5-0.35mを測る｡ P5の東側1.1mに貯蔵穴があり, 上部から粘土塊が検出された｡ 深

さは, 0.48mを測る｡ 主軸はN－44°－W｡ 炉は北寄りにつくられ, 土師器甕の破片が構築材として使

用されていた｡ また, P2付近にも床面が焼けた部分があり, 周囲に焼土・炭化物などが分布してい

た｡ 壁溝は北東隅を除いてほぼ全周する｡ 遺構の北西部分は調査区域外で未調査である｡ 北東方向に

延びる近世の溝と南西隅付近で１号方形周溝状遺構の北東隅部分に切られている｡ 遺物は, 南東隅に

集中して出土した｡ ６の甕が１号住居跡出土の破片と接合関係にあった｡ １は, 小型の甕で, 口縁端

部に刻みを有し, 縦位のハケメの後, 胴部中位に横位のミガキを施す｡ ８も小型の甕の底部と思われ

るが, 胴部中位までケズリで終了している｡ ２は椀で, 口縁端部に細かい刻みを有し, 口縁部・胴部

共に横位のケズリが施されている｡ 内面には不明瞭だが放射状の暗文風にミガキが僅かに見られる｡

７の甕は, ケズリの後に上半にハケメを施す｡ ３・４は軽石で他の土器片に混ざっていたものの, ２

個が並んで出土した｡ 投げ入れたようなものではなく, そこの置いたものと予想される｡
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����� 南北長は不明, 東西長5.3m, 深さ0.42m, P1-0.88m, P2-0.84m, P3･P4･P5は調査区外と

なる｡ 主軸はN－32°－W｡ 炉は北寄りにつくられ, 炉床が２ヶ所重複している｡ 遺物量は少ない｡

１・４は甕底部｡ ２は高杯基部｡ ３の甕は口縁端部を上方に摘み上げ, 横ナデし, ハケメの後に胴部

中位を横位にミガキ, その後に下部にケズリを施している｡

この住居跡は, 検出面が遺構の残存壁高の上端となり, 遺構の西側を塚, 東側を２号方形周溝状遺

構の溝に削平されていたことから, 古代以降に住居跡の掘削面を含んだ包含層を大幅に削平している

ことがわかる｡ また, 中近世～現代と考えられる現表土と包含層はこの調査区全体に見られることか

ら, ある時期にこの地域全体で縄文時代包含層の削平が行われたものと考えられる｡

東壁下に11号土壙があり, 11号土壙の東側に埋甕１ (第27図－100) が検出されている｡

蛇足であるが, 埋甕１について述べておく｡ この埋甕は単独で検出された｡ 土器形式は堀之内１式

で, 正位で出土し, 底部は当初から欠けていたようである｡ 他に切り合う遺構はない｡ 検出時は住居

跡に伴うものと考えたが, 周辺の包含層内にも遺構検出面にも住居跡の施設らしき遺構が全く検出さ

れず, 埋甕の口縁部の標高が住居跡などの床面だったと仮定したとしても, 他の遺構検出面の標高と

の差が約20～30㎝しかないため, 壁柱穴や主柱穴の残欠などが全く確認できないとは考えにくいなど

のことから単独で埋設された埋甕であると判断した｡
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����� 南北長6.65m, 東西長6.8m, 深さ0.38m, P1-0.65m, P2-0.57m, P3-0.68m, P4-0.66m, P

5-0.45mを測る｡ 主軸はN－57.5°－W｡ 炉は北西寄りにあり, P6･7が隣接している｡ P8は南西側の壁

面ほぼ中央部分に, P5と同様の状況で検出された｡ 覆土は極めて単調に平行堆積の呈を示し, 廃棄

後に自然に埋没した感が伺えた｡ 床面直上で微量の焼土・炭化材が出土したが, 面的に広がらなかっ

た｡ 上層はやや堅めのハードローム層に酷似した堆積層があり, 一見地山が露出したかに感じる程の

覆土であったが, 本物のハードロームに比べやや柔らかく, 褐色度が濃い傾向が伺えた｡

古墳時代の遺物は少なく, 丁寧に磨かれた高杯の杯部(2)と斜位のハケメが施される台付甕の脚部

(1)しか出土していない｡ 高杯は, 形態的に１号住居跡の10の高杯と良く似ているが, 色調・胎土が

赤褐色で目立つ混入物が見られないので産地が異なるものと考えられる｡

縄文土器が少量覆土内に混入していた｡ 14号住居跡付近の１区から第24図－33の口縁端部まで縄文

を施す称名寺Ⅰ式の土器が出土している｡ また, 47号土壙側の４区付近から第24図－34の堀之内１式

の土器が出土している｡ 前者は, 近隣する９・11号住居跡が堀之内１式期であり, 周囲に称名寺Ⅰ式

期の遺構がないことから, 遺物のない14号住居跡に伴う遺物の可能性を考えても良いかもしれない｡
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����� 南北長5.75m, 東西長5.65m, 深さ0.12mを測る｡ 深さは一応計測しているが, 床面を掘

り抜いている可能性が高く, 信憑性に欠ける｡ 柱穴は一切検出されなかったが, ９・10・11・13号住

居跡の柱穴とと区別が難しく, 当初からなかったとは断言できない｡ 主軸はN－58.5°－W｡ 炉は北西

寄りつくられている｡ 南東隅に貯蔵穴があり, ２の甕が完形で埋置されていた｡ １の高杯は杯部と脚

部が分離して出土した｡ 確認調査時に13Gaグリッドでこの住居跡は確認されており, その時に出土

した遺物は掲載していないが, １号住居跡の15の高杯に酷似した赤彩された高杯の杯部・脚部の破片

と甕の胴部片が少量出土している｡ １のものと合わせて２個体の高杯が出土したことになる｡ ３の土

器は一見７世紀代の須恵器広口壺の折り返し口縁のように見えるが, 胎土は明らかに土師器で, 折り

返し口縁の壺形土器口縁部であると考えられる｡

古墳時代の遺物は調査区域全体で出土したが, 遺構出土の遺物以外にまとまって出土する場所もな

く, 細片が拡散して出土した｡ 第30図の４号土壙出土の高杯杯部など, 古墳時代後半の６世紀以降の

遺物 (鬼高式) は極めて少なく, 多くが古墳時代前半の遺物 (所謂, 五領式) が占めている｡ 確認調

査でも14Da区で古墳時代中頃 (所謂, 和泉式) の住居に伴う遺物がまとまって出土する他は, 古墳時

代前半の遺物が大半を占めている｡ それでも遺物の総量に比べ, １割に満たない程度しか出土してい

ない｡ それでも, 今回の確認調査と本調査範囲内全体で出土することは, この地域に古墳時代前期の

集落が存在することを裏付けていると言えるだろう｡
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縄文時代の土壙が36基, 古墳時代の土壙が２基 (４・42号), 中世の土壙が５基 (８・12・27・41・

51号) の合計43基が検出された (30～38号は欠番)｡ 紙幅の関係上, 全ての土壙についての図版掲載

や詳述ができなかったため, 特徴のある８基の土壙に関してのみの記述を行っている｡

���� 円形の筒状を呈し, 径約1.1～1.2m, 深さ1mを測る｡ 典型的な円筒状土壙である｡

���� 調査区東端で検出され, 東側に緩斜する部分は未調査である｡ 遺物は, 上層に貝のブロッ

ク, その下層からかなり時期差のある縄文土器片が多量に出土したが, 緩斜する部分から古墳時代後

期の土師器の高杯 (第30図) や杯片が出土し, 貝ブロックにタニシ等の淡水性の貝が散見できたこと

などから古墳時代後期の土壙と判断した｡ しかし, 土壙掘方が２つの壙の複合体のようにみえ, 下層

からは縄文土器しか出土しないことから, 縄文時代の土壙の真上に古墳時代の土壙がつくられた可能

性も考えられる｡ 南北約1.6m, 東西約1.2m, 深さ約1～1.2m｡ 緩斜部分最大径約3.2mを測る

���� ５号住居跡の西南部分に存在する｡ 円筒形の掘方だが, 底部から出土した土器の下にPit

がみられる (径1m, 深さ推定で0.9m, Pit深さ土壙検出面から約1.2m)｡ この土壙は, ５号住居跡を

切っており, 後期堀之内式の粗製土器 (第22図－５) が出土した｡ Pitはこの土器の下から検出された

ことから, 土壙以前の遺構に伴うものとも考えられるが, 他に平面的・深さが対応するPitが確認で

きないことやPit内と土壙内の覆土に極端な差違が認められなかったことから, この土壙に伴うPitと

考えている｡

�	��� 円筒形を呈し, 径1.25m, 深さ0.5mを測る｡ 下層は廃棄された貝ブロックが多量に出土し

た｡ 共伴する土器は, 縄文時代中期末葉の加曽利ＥⅣ式が出土している｡ 称名寺Ⅰ式的要素を含む土

器は皆無であった｡ 貝は上部がハマグリの純貝層で下層がイボキサゴ主体の純貝層で部分的にハマグ

リのブロックがみられる｡ 他層にはほとんど貝は混ざらず, 貝層内に土層の間層が形成されていない

ことから, 一気にこの貝ブロックが埋填されたと考えられる｡

�
��� １号住居跡に切られる関係にある｡ 円筒形を呈し, 径約1.3～1.4m, 深さ0.7mを測る｡ 特

筆すべき点はないが, 典型的な円筒状土壙である｡ １・５・24号土壙の他に同様の円筒形の形状を呈

する土壙は, ２・３・６・７・９・11・16・21号土壙が挙げられる｡

����� 円筒形を呈し, 径1.2m, 深さ0.7mを測る｡ 上部にまとまって遺物が出土した｡ 縄文時代

中期末葉の加曽利ＥⅣ式が主体で, 称名寺Ⅰ式的要素を含む土器は皆無であった｡ 下部から出土した

遺物も同様の傾向がみられた｡

�
��� 東西長の長方形を呈し, 北側壁が緩斜している｡ 東西長軸2.15m, 南北短軸約1.8m, 深さ

0.74mを測る｡ 覆土は, ハードロームのブロックが多く入り, 濁った褐色のソフトローム状の土で構

成される｡ 遺物は皆無であったが, 覆土の状況から土壙墓と同時期に形成されたと考えられる｡ 12号

土壙も同様の形状を呈している｡ これらの他の中世土壙は８・41・51号土壙が挙げられる｡

����� 南北長の長楕円形を呈し, 南北2.36m, 東西0.8～1.08m, 深さ0.88mを測る｡ 所謂, 陥穴状

の土壙であり, 加曽利ＥⅣ式の縄文土器数点が出土した｡

縄文時代の土壙の時期は, 大半が中期加曽利ＥⅣ式期か後期ＥⅣ式系～称名寺Ⅰ式期 (９・14・18・

24・26・43・46号)に該当し, 後期称名寺Ⅱ式期 (28号) ・後期堀之内１式期 (３・５・15・16・19・

23号) のものもある｡ (各期の一覧は, P４に記している｡ )
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������� ２号住居跡の南西隅を切る１号方形周溝状遺構と４号住居跡を切る２号方形周溝状

遺構の２基が確認されている｡ 覆土には２基とも大量の縄文土器と少量の古墳時代前期の土師器が含

まれていたが, ２号方形周溝状遺構周辺の包含層遺物の中に９世紀代の在地産須恵器の甕胴部の破片

が数点混在していた｡ ２基とも調査区域外に遺構が展開しているため全体像は不明である｡ １号方形

周溝状遺構は, 遺構の北東部分の溝が確認されているにすぎず, ２号方形周溝状遺構の一辺が約９m

と推定される｡ 覆土は, 暗黒褐色系の濃い色調が主体で, ２号住居跡のセクション図にあるように２

号住居跡覆土上面からの切り込みが確認できる｡ ４号住居跡のセクションには周溝の下端が僅かに残

存するのがわかる程度であり, 西隣に構築された塚により周溝がほぼ破壊されていることがわかる｡

このことから, これらの遺構が古墳時代前期以降, 中世以前に構築された遺構であることがわかる｡

４号住居跡周辺で出土した須恵器片がこれらの遺構と何らかの関係がある可能性があり, この遺構が

８・９世紀代に頻繁に造営される傾向があることを加味し, ９世紀代に構築された遺構と考えている｡


	
�� 塚は調査区の南辺ほぼ中央に全体の半分ほどが残存していたが, 南半は既に過去の墓地

造成により削平されていた｡ 盛り土のしまりはなく, 煩雑に単純な層序を呈していた｡ ２層内から２

枚銅銭 (4･5) が出土した｡ この塚のほぼ中央, 塚盛り土第３層上面から１号土壙墓が構築されてい

た｡ １号土壙墓は, 南北1.1m, 東西１m, 深さ0.1～0.2ｍを測る｡ 東方向に浅い溝状の落ち込みが見

られ, 覆土の様子は墓壙本体と同じであったため同一の遺構の一部と考えられる｡ 墓壙内には焼土,

骨片, 炭化物が多量に混ざり, 骨片に混じり銅銭が19枚出土している｡ 銅銭の出土状況からは特に規
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則性は見いだせず, 単純に撒かれたような印象を受けた｡ 時期は, 銅銭のセット関係から中世でも新

しい時期に相当すると考えられる｡ 塚自体も土壙墓との関係からほぼ同時期の所産と考えたい｡

２号土壙墓は, 北側が有段状に斜行しつつ長方形に掘削された墓壙本体に連結する形態となる｡ 墓

壙本体は, 南北1.3m, 東西1.2m, 深さ南辺で約１mを測る｡ 覆土は, ロームブロックを多量に含み,

濁った暗褐色のソフトロームの撹拌層のような土と混在していた｡ 最下層部が, やや粘性の強い暗赤

褐色の土となり, この土が埋葬人骨の土壌化の結果であると予想された｡ 人骨は, 床面直上に頭部及

び頸骨・左鎖骨等の一部が検出された｡ 人骨の主軸は北向きで, 西向きに屈葬状態で横置されていた

ようである｡ 下顎骨のすぐ西側15㎝ほどの場所に, 指骨と共に銅銭が６枚重なって出土し, 木質も残

存していたことから小さい木箱のようなものに収納され, 手に持たされていたと考えられる｡

３号土壙墓 (南北1.1m, 東西1.3m, 深さ0.8m) からは, ２号土壙墓と同様の覆土が看取されたが,

人骨は残存していなかった｡ 銅銭が６枚重なって出土した｡ ４号土壙墓 (南北0.75m, 東西1m, 深さ

0.8m) も覆土は同じで, 骨片が僅かに残存していたが, 取り上げられるほどの状態は保っていなかっ

た｡ また, 他の遺物もなかった｡ ５号土壙墓 (南北１m, 東西1.5m, 深さ約0.3m) は, １号土壙墓と

覆土は良く似ており, 焼土・骨片・炭化木が多く出土し, 銅銭も４枚重なって出土した｡

土壙墓は, 人骨が直接埋葬された２・３・４号土壙墓とその場で火葬した１・５号土壙墓の２種類

があり, 遺物からの時期差はみられないが, 埋葬方法の差違に何らかの意味があると考えられる｡

溝は掘り込み面が最上層の現表土層内で, 全ての時代の遺構を切っている｡ 平面的に方形に掘削さ

れ, 南西隅は溝が途切れている｡ 当初, 屋敷などを区画する溝かと考えたが, 掘削深度が0.6～0.8m,

幅が0.5m程と規模が小さいく, 多数検出されているのPitもこの溝に確実に切られ, 確認調査グリッ

ドの2Fd･3Fd･4Fdでも同じの溝と考えられるものを検出しており, 単なる区画溝と考えられる｡
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遺物は, 整理用コンテナ (中) に換算して約55箱分の出土量があった｡ その内, 縄文時代の遺物

(縄文土器・石器) が約85％, 古墳時代以降の遺物 (土師器・須恵器など) が約14％, その他の遺物が

１％程度の割合となる｡ 完形品やある程度形を復元できた遺物は少量で, 古墳時代の遺物に完形品が

多いものの, 縄文時代遺物は掲載したもの意外は, 全て破片であった｡ 縄文土器型式には, 中期の阿

玉台式 (第24図－31), 中期末葉の加曽利ＥⅣ式, 後期初頭の称名寺式, 堀之内式, 加曽利Ｂ式 (第2

4図－24), 安行式が確認できたが, 加曽利ＥⅣ式, 加曽利ＥⅣ式系～称名寺Ⅰ式, 堀之内１式の占め

る割合が圧倒的に多く, その他のものは少量もしくは数点程度の出土量であった｡

加曽利ＥⅣ式と加曽利ＥⅣ式系の土器との区別についてであるが, 加曽利ＥⅣ式期の遺物しか出土

しない10・24号土壙の遺物と住居跡等の遺構から出土し, 称名寺Ⅰ式期の遺物と共伴するものとを比

較してみたが, 文様構成的, 施文手段的, 器形的に際だつ差違が抽出できなかった｡ つまり, 今回の

出土資料では, 加曽利ＥⅣ式とＥⅣ式系との差違を具体的に検証できる資料を提示できなかったこと

になる｡ また, この時期の資料には口縁端部まで縄文を施文したり, 口縁部に窓枠状の区画を有する

などの特徴を持つ称名寺Ⅰ式初頭の遺物も少量ではあるが確実に混在しており, 加曽利ＥⅣ式との係

わりを含めた称名寺Ⅰ式初頭期の資料が増加傾向にある｡ 近年, 千葉市内では愛生遺跡, 海老遺跡な

ど同時期の資料の出土が増加しているが, 資料の増加に伴う検証が行われていないのも事実である｡

今後, 資料の具体的な検証が急務となってきているといえる｡
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今回の調査で検出された遺構と, 過去５次にわたる調査での成果を総合すると, 旧石器時代遺物集

中箇所３箇所, 縄文時代住居跡74軒・土壙332基, 古墳時代の住居跡12軒・土壙２基, 平安時代の住

居跡14軒・掘建柱建物跡６棟・土壙12基, 古墳～平安時代の方形周溝状遺構４基, 中世の土壙墓５基・

土壙５基, 近世の溝２条以上, 時期不詳の溝状遺構17条・土壙１基, 縄文時代から中世までのPitが

多数といった状況となる｡ 過去の調査成果に関しては全て未報告であるが, 公表済資料だけを吟味し

ても, この遺跡が旧石器時代から近世まで営々と人為の及ぶ場所であったことが理解できる｡ 縄文時

代, 古墳時代, 平安時代に関しては確実に集落跡が存在し, 中世に関しても墓域とPit群の存在, 周

辺地域の中世関連遺跡の分布などを考えても近隣に集落跡の存在を予感させるものである｡

この地域において, 古墳時代前期の集落が確認されたことは珍しく, 貴重な成果となった｡

縄文時代の住居跡群は, 平成２・３・６・７年度で検出されており, 特に平成２年度調査区 (30軒

の中期加曽利Ｅ式期の住居跡が検出) と平成３年度調査区 (中期加曽利Ｅ式期～後期にかけての住居

跡が20軒検出) に密集することがわかっている｡ 平成６・７年度調査区は, 平成３年度調査区と隣接

しており, 時期的に後期が主体となるようである｡ これらの調査区は, 平成２年度調査区を除いて,

道路建設に伴う調査であったため幅狭の調査区となっているが, 遺構の密集度は極めて密であり, 未

調査の区域である同一台地平坦部にも集落跡が広く展開すると予想できる｡ 平成３・６・７年度調査

区は, 小谷の縁辺部, 西向緩斜面を北側から東側に沿って遺構が展開していたことを示し, 今回の調

査区はその背後にあたる同一台地の平坦部に相当する｡ 今次調査区と平成３年度調査区はいずみ霊園

墓地を南北に挟んでおり, 調査区が隣接するわけではないが, 距離的・位置的・集落の密集度・出土

物の内容などを検討すると明らかに同一集落であることが理解できる｡ これらの調査区で検出された

住居跡は, 中期加曽利Ｅ式期の住居跡もあるが, 中期末～後期初頭・後期前葉の住居跡の割合が高く,

平成３年度調査区の屈曲部付近と平成２年度調査区に展開する住居跡は加曽利Ｅ式期が主体であるこ

とがわかっており, 時期により集落の展開する位置が変化していることが理解できる｡ つまり, うな

らすず遺跡出土の遺物から居住域の移動が考えられるものの, 集落の断絶期はないと判断できる｡

広い遺跡範囲の内で, 調査が実施された面積は決して多いものではなく, 現在の成果のみで多くを

語ることは僭越と考えられるが, 本遺跡の南側に存在する多部田貝塚との係わりを探ることは重要で

あろう｡ 多部田貝塚は後期加曽利Ｂ式期に主に形成された貝塚であると考えられている｡ 平成10・11

年度に調査されたグリッドからは, 中期加曽利ＥⅣ式, 後期堀之内式・加曽利Ｂ式・安行式の土器が

出土しており, 貝層下からは各期の住居跡・土壙・Pitなどが検出されている｡ この調査区は､５×５

m四方の小規模なものであり, 決してこれをして多部田貝塚の本質を語れるというものではないが,

出土遺物・遺構などを単純に検討する場合, うならすず遺跡の集落と全くの無関係とは考えにくい｡

また, うならすず遺跡の北側に位置する台ノ坊遺跡 (未調査) で確認されている地点貝塚と加曽利Ｅ

式期の住居跡群の検討や住居跡は検出されなかったものの, 多くの土壙が検出されている貝殻塚遺跡

との検討を含め, これら遺跡全体での検証を行うことが多部田貝塚という大規模馬蹄形貝塚を形成し

た縄文人の居住域・生活域・環境復元などしうる数少ない貴重な条件を整えており, 今後, 過去の平

和公園遺跡群の調査成果の整理・報告と新たな調査に伴う成果の検討に期待したい｡
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所収遺跡名
ふ り が な

所 在 地
コ ー ド 経緯度

調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号 北緯 東経

うならすず

遺
い

跡
せき

千葉市若葉区
ち ば し わ か ば く

多部田町
た べ た ち ょ う

1182-３番地

の一部

12104 35度

35分

42秒

140度

12分

05秒

20001002

～

20001031

760㎡ 墓地造成事業に

伴う発掘調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

うならすず

遺跡

集落跡 縄文時代中期末葉～

後期初頭

後期前半

古墳時代前期

古墳時代後期～平安時代

中世

近世

竪穴住居跡 14軒

土 壙 36基

Pit 多数

竪穴住居跡 ５軒

土 壙 ２基

方形周溝状遺構２基

土壙墓 ５基

土 壙 ５基

Pit 多数

溝 ２条

縄文土器 (加曽利EⅣ

式・称名寺Ⅰ・Ⅱ式・

堀之内１・２式・加曽

利B式・安行式)

石器 (石鏃・打製石斧・

磨石等)

貝類

土師器 (古墳時代前期・

後期)

カワラケ・銅銭・人骨
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